
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋久島⾃然体験セミナー 

『秋を感じるエコツアー』 

島内散策で新しい屋久島の魅⼒を再発⾒  

⽇ 時：11 ⽉ 17 ⽇（⼟） 

 対 象：⼀般（⾼校⽣以上） 

 参加費：1,500 円 

 定 員：20 名    

 申 込：11 ⽉９⽇(⾦)まで 

 平成３０年 １０⽉発⾏ 第２２０号  

 発⾏ 公益財団法⼈屋久島環境⽂化財団 電話 0997-42-2911 

屋久島環境⽂化財団インストラクターの募集について     

 平成３０年度及び平成３１年度採⽤のインストラクター（環境学習研修指導員）を募集します。 

 応募資格，応募⽅法など，詳細は財団ホームページをご覧になるか，お電話でお問い合わせください。 

 募集期間 平成３０年９⽉２８⽇（⾦）〜平成３０年１１⽉９⽇（⾦）  午前９時〜午後５時 

 問い合わせ先 屋久島環境⽂化財団事務局（電話 0997‐42‐2911） 

村センター交流ホール展⽰（⼊場無料） 

⼤⾃然のファンタジー 

たにけいこ屋久島展 

「森のおしゃべり「不思議な杉の話」絵原画・詩・
物語の空間展 

⽇ 時：10 ⽉ 2 ⽇（⽕）〜28 ⽇（⽇） 

☆10 ⽉ 28 ⽇(⽇) 13：00〜 レクチャー室において
たにけいこさん本⼈による紙芝居、映像と朗読など
が⾏われます。（⼊場無料） 

 

屋久島国際写真祭 展⽰会 

 第１，２回のポートフォリオレビュー参加者の作
品展⽰を⾏います。 

 ⽇ 時：11 ⽉ 3 ⽇(⼟)〜7 ⽇（⽔） 

「屋久島コケガイド」改訂
平成 16 年に初版を発⾏した財団オリジナルガイド

ブック「屋久島コケガイド」を改訂しました。 

「新種・新産種・再発⾒」などの新しい項⽬も増え
より充実した内容となっています。 

村センター・研修センターの他、通信販売でも購⼊
できます。          

全 88 ⾴ 価格 500 円／冊 

森のようちえん体験イベント 
屋久島こども森のあそび場 

対象：２歳から⼩学２年⽣まで 

第１回＜秋の森 de まったりお散歩の会＞ 
⽇ 時：11 ⽉ 10 ⽇(⼟) 9：30〜13：15 
参加費：⼤⼈ 100 円 こども 100 円 
内 容：⼩さな秋探しさんぽ 
 
第２回＜森のもの de ウキウキ⾳箱作りの会＞ 
⽇ 時：12 ⽉ 15 ⽇(⼟) 9：30〜13：15 
参加費：⼤⼈ 500 円 こども 500 円 
内 容：⽊箱作り・森のもので⾳楽会 
 
第３回＜冬の森 de ほくほく焼き芋の会＞ 
⽇ 時：2 ⽉ 2 ⽇(⼟) 9：30〜13：15 
参加費：⼤⼈ 500 円 こども 500 円 
内 容：焚き⽕で焼き芋＆焼きマシュマロ 
 
第４回＜テント de わくわくキャンプ＞ 
⽇ 時：3 ⽉ 2 ⽇(⼟)〜3 ⽇（⽇） 

10：00〜翌⽇ 16：00 
参加費：⼤⼈ 3,500 円 こども 2,000 円 
内 容：テント泊・アウトドアクッキング等 
     ※定員に達した場合はキャンセル待ちとなります。 
℡0997-46-2900 担当：丸⼭（まるちゃん）



◇9/15〜17 セミナー『はじめてのアウトドア島旅』 

３⽇間とも天候に恵まれ、参加者は太⿎の演奏体験
や安房集落内のサイクリングなどで⾥の魅⼒を満喫
されました。 

モッチョム岳と蛇ノ⼝の滝に分かれて実施したト
レッキングも無事に成功し、参加者の皆さまからは
「楽しくてあっという間だった」、「また参加したい」
などの感想をいただきました。 

ご参加いただいたみなさま、 

どうもありがとうございました。 

◇9/21 秋の村セン上映会 

屋久島電⼯株式会社のご協⼒をいただき「モアナと
伝説の海」を上映しました。 

たくさんの⽅々にご来場いただ 

き，楽しいひと時を過ごしていた 

だきました。   

 

 
『秋のワクワク』     インストラクターだより  丸⼭ 悟 

 秋の森を歩いて、⾒つけてちょっとワクワクするものといえば、どんぐりではないでしょうか。今
回はそんなどんぐりのお話です。 

 どんぐりとは、ブナ科の⽊の実のことで、⽇本には約 20 種類、世界には約 1000 種類あります。そ
もそもなぜ「どんぐり」というかというと、漢字では「団栗」と当て字で書き、団は丸いという意味
で、丸くて栗のような形ということが由来のようです。ほかにも、使いにくい栗ということから「鈍
（どん）な栗」→「どんぐり」とも⾔われています。 

 ちなみにどんぐりは、その形から種⼦にみえますが、種ではなく、堅い実で覆われている堅果
け ん か

とい
う果実です。今でこそあまり⾷べられていませんが、縄⽂時代には主⾷として⾷べられ、昭和のはじ
めまで、ある地域では⼀般的に⾷べられていました。どんぐりは栄養価に富み、アミノ酸やビタミン
Ａ、Ｃを多く含みます。それに加え、どんぐりに含まれるアコニック酸という成分は。体内に蓄積さ
れた有害物質の浄化・排出を促すといわれ、スーパーフードとしても注⽬されています。しかし、ど
んぐりはアク抜きが・・・と思われる⽅もいらっしゃるかもしれませんが、マテバシイやスダジイは、
アクが少なく、⽣でも⾷べられると⾔われています。 

 どんぐりの⽊には、何年かに⼀度、たくさん実る「なり年」というものも 

あるそうです。もしかしたら、今年がみなさんの近くにあるどんぐりの⽊の 

「なり年」かもしれません。そんなワクワク感をもって、秋の森を散策して 

みてはいかがでしょうか。 

休館⽇ 

 村センター  10/1(⽉)、9(⽕)、15(⽉)、22(⽉)、29(⽉)  11/5(⽉)，12(⽉)，19(⽉)，26(⽉) 

 研修センター 10/22(⽉)、29(⽉)  11/19(⽉)，26(⽉) 

〜屋久島を想う〜 

寺⽥ 健 

屋久島で⽣まれ育った私にと 

っては、この雄⼤な⾃然も、⽣ 

活の⼀部の⾵景であり、これま 

で、あまり特別な想いは感じて 

いませんでした。 

しかし、屋久島環境⽂化村センターで、⾥めぐ
りの事務局として携わるようなってから、屋久島
には本当に素晴らしい⾃然が残り、古くから、そ
の⾃然と⼈々の暮らしとが密接に繋がり、共⽣し
てきた歴史があるのだということを強く感じま
した。 

まだまだ屋久島について勉強すべき事は多い
ですが、⾃然に学び、先⼈に学び、私のように屋
久島⽣まれ・屋久島育ちでありながら、屋久島の
良さを知らない地元の⼈たちに理解、関⼼を深め
てもらえるように努めていきたいと思います。 

財団活動報告 


